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年
末
は
、　

日�
の
火
・
金

２８

コ
ー
ス
ま
で
通
常
通
り
収
集
を
行

い
、　

日�
は
月
・
木
コ
ー
ス
の

２９

収
集
を
行
い
ま
す
。
年
始
は
１
月

４
日�
か
ら
通
常
通
り
収
集
し
、

１
月
５
日�
は
、
月
・
木
コ
ー
ス

を
収
集
し
ま
す
。

　

ご
み
出
し
は
年
末
年
始
も
通
常

通
り
、
午
前
８
時
半
ま
で
に
決
め

ら
れ
た
場
所
へ
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

七
日
市
・
八
日
市
に
よ
る
交
通

規
制
の
た
め
、
ご
み
の
収
集
が
で

き
な
い
地
域
は
、
次
の
通
り
収
集

日
を
変
更
し
ま
す
。

�
�
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○
可
燃
ご
み　

１
月
７
日�
に
交

通
規
制
の
た
め
収
集
が
で
き
な
い

地
域
は
、
翌
８
日�
に
収
集
を
行

い
ま
す
。

○
不
燃
・
資
源
ご
み　

下
記
の
日

程
表
の
通
り
行
い
ま
す
。
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○
可
燃
ご
み　

岩
村
町
の
本
町
、

柳
町
、
西
町
、
新
町
、
朝
日
町
は
、

１
月
８
日�
の
収
集
を
９
日�
に

変
更
し
ま
す
。

○
不
燃
・
資
源
ご
み　

岩
村
町
の

西
町
、
新
町
、
朝
日
町
は
、
１
月

８
日�
の
収
集
を
９
日�
に
変
更

し
ま
す
。

収集日地区町名
７日�本町、柳町、新道、江戸町

岩村町

８日�新市場、日の出、日の出三、殿町
９日�西町、新町、朝日町
９日�石畑、大根洞、一色、緑ケ丘

１０日�
領家、山上、大通寺、１～３区、上平、
さつきケ丘、八本木住宅、菅沼

１１日�４～８区、旭ケ丘、百合ケ丘、下本郷
１５日�山田

山岡町 １５日�田沢、久保原
１６日�原、田代
１７日�上手向、下手向、釜屋
１８日�市場町、宮町、本町、常盤町

明智町

２１日�東山町、雇用促進住宅、友愛
２１日�新井町、駅前町、滝坂住宅
２２日�新町、徳間町、向町、東町
２３日�的場町、片平町

２４日�
門野、杉平、杉平２区、野志、大舟、小
泉、吉良見

２５日�
上・下柏尾、岩竹、安主、土助、才坂、
上・下田良子、大栗、上田、阿妻、峰
山、中切、高波、馬木、小杉、落倉

２８日�藤内、颪、馬坂
２５日�中沢串原
２８日�全域（中沢を除く）
２５日�大馬渡

上矢作町 ２９日�小笹原、島、達原、横道、飯田洞
３０日�本郷、木の実
３１日�漆原（大馬渡を除く）、下、小田子

収集日地区町名

７日�
１・１４区
（正家後田含む）

大井町

８日�２・４区
９日�３・１３区
１０日�５・６区
１１日�７・８区
１５日�９・１０区
１５日�１１・１２区
１６日�中野（永田川東）

長島町

１７日�中野（永田川西）
１８日�正家（後田を除く）
２１日�大洞地区
２２日�永田
２２日�久須見
２３日�全域東野
２４日�野井三郷町
２４日�佐々良木・椋実
２５日�竹折武並町
２８日�藤
２９日�全域笠置町
３０日�全域中野方町
３１日�全域飯地町

１月の不燃・資源ごみ収集日　　　　　　　　　１月の不燃・資源ごみ収集日【１月は廃蛍光管も収集】【１月は廃蛍光管も収集】

【１月の日曜リサイクル広場】

□とき　１月２０日�午前９時～１１時
（雨天中止）
□ところ　市役所前駐車場
□回収品目　紙類、古着、飲料缶、瓶類、
ペットボトル、プラスチック類、食用廃油

【１月の食用廃油（使用済てんぷら油）の回収】

□とき　１月１２日�～１４日�
　毎月市内各地区で食用廃油を回収して
います。収集場所は恵那市ごみ百科事典
１９㌻でご確認下さい。

※収集するものは食用
廃油に限ります。廃油
入れとして使用した容
器などは必ず持ち帰っ
てください
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クール・ビズの効果

２９㌧のＣＯ   を削減

　市役所では６～９月の間、クー

ル ･ビズを励行し、温室効果ガス

の排出抑制に努めました。その結

果、平成１９年は例年にない猛暑で

あったにもかかわらず、クール・

ビズ実施前の平成１６年同期と比

較して本庁舎の電気使用量を６万

 kWh （１０２万円）削減することが
※

できました。これをＣＯ  （二酸化

炭素）に換算すると重さは約２８． ８

㌧となり、削減率は１７． ３㌫にな

ります。

※ｋ （キロ） Wh （ワットアワー）＝１時間あたり
の電力量

２

２
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一
般
の
方
で
も
扱
え
る
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（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は
、
心
臓
が
け
い
れ

ん
し
血
液
を
流
す
ポ
ン
プ
機
能
を

失
っ
た
状
態
（
心
室
細
動
）
に
対
し

て
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
、
正
常

な
リ
ズ
ム
に
戻
す
た
め
の
医
療
機

器
で
す
。
最
近
は
、
人
の
多
く
集

ま
る
施
設
な
ど
へ
の
設
置
が
進
ん

で
い
ま
す
。

　

市
で
は
本
年
度
、
市
内
の
全
小

中
学
校
や
公
共
施
設
に
設
置
す
る

予
定
で
す
。
操
作
は
非
常
に
簡
単

で
す
が
、
緊
急
時
、
実
際
に
使
用
す

る
と
な
る
と
混
乱
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
消
防
署
で
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

操
作
を
含
む
救
急
救
命
講
習
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

講
習
を
受
け

て
、
い
ざ
と
い

う
と
き
の
た
め

に
備
え
ま
し
ょ

う
。

　
「
気
管
支
異
物
」
と
は
、
誤
っ
て

気
管
支
に
物
が
入
る
こ
と
で
す
。

　

新
年
を
迎
え
る
と
、
も
ち
を
食

べ
る
機
会
が
増
え
ま
す
が
、
も
ち

は
形
が
変
化
し
や
す
く
粘
り
気

で
、
の
ど
や
気
管
支
な
ど
に
詰
ま

り
や
す
く
な
り
ま
す
。
特
に
幼
児

や
高
齢
者
は
、
飲
み
込
む
力
が
弱

い
上
、
気
管
支
が
狭
く
詰
ま
り
や

す
い
の
で
、
食
べ
物
を
細
か
く
す

る
な
ど
、
詰
ま
り
に
く
く
す
る
工

夫
が
必
要
で
す
。
異
物
が
詰
ま
っ

て
し
ま
う
と
早
急
な
処
置
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
消
防
署
、
病
院

な
ど
へ
連
絡
し
て
救
急
処
置
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
幼
児
は
、
何
で
も
口
に
す

る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
特
に
酒
の

つ
ま
み
で
食
べ
る
ピ
ー
ナ
ッ
ツ

は
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
で
は
写
ら

な
い
の
で
、
発
見
が
遅
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
家
族
で
注
意
し
、

救
急
時
に
は
状
況
を
医
師
に
お
伝

え
く
だ
さ
い
。

　

年
始
は
、
飲
み
過
ぎ
や
食
べ
過

ぎ
な
ど
で
体
調
を
崩
さ
れ
る
方
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
救
急
の
場

合
は
、
在
宅
当
番
診
療
所
ま
た
は

病
院
で
診
て
も
ら
え
ま
す
の
で
、

必
ず
消
防
署
で
確
認
の
上
、
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

恵
那
消
防
署�
２
５
―
３
７
９
９

岩
村
消
防
署�
４
３
―
３
７
９
９

恵
那
病
院�
２
６
―
２
１
２
１

上
矢
作
病
院�
４
７
―
２
２
１
１

※
子
ど
も
の
急
な
発
熱
や
誤
飲
な

ど
の
対
処
方
法
や
、
医
療
機
関
へ

受
診
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
の
目

安
を
提
供
し
て
い
る
サ
イ
ト
が
あ

り
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い

こ
ど
も
の
救
急

http://kodom
o-qq.jp

            
       

こ
ど
も
の
誤
飲
誤
食
１
１
０
番

http://w
w
w
.okiyaku.or.jp/goin

        
 
 
                   

薬
の
副
作
用

　

最
近
、
薬
の
副
作
用
に
注
目
が

集
ま
っ
て
い
ま
す
。
マ
ス
コ
ミ
で

は
「
薬
害
」
と
い
う
表
現
が
用
い

ら
れ
、
患
者
の
恐
怖
心
を
膨
ら
ま

せ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

本
来
、
ど
ん
な
薬
に
も
期
待
す
る

薬
の
効
果
と
、
好
ま
し
く
な
い
副

作
用
が
同
時
に
備
わ
っ
て
い
ま

す
。
副
作
用
に
は
、
薬
の
飲
み
方

や
薬
の
量
が
多
過
ぎ
る
た
め
に
起

こ
る
も
の
と
、
ア
レ
ル
ギ
ー
に
よ

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
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用
法
・
用
量
を
守
る

　

薬
の
種
類
に
よ
っ
て
用
法
は
さ

ま
ざ
ま
で
す
。
例
え
ば
、
睡
眠
薬

や
安
定
剤
な
ど
は
眠
く
な
る
成
分

が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
就
寝
前

に
飲
み
ま
す
。

　

血
圧
を
下
げ
る
薬
は
、
飲
む
人

の
血
圧
の
高
さ
に
よ
っ
て
医
師
が

飲
む
量
を
決
め
て
い
ま
す
。「
昨

日
飲
み
忘
れ
た
か
ら
、
今
日
２
回

分
飲
め
ば
い
い
」
な
ど
と
飲
ん
で

し
ま
う
と
、
血
圧
が
下
が
り
過
ぎ

て
、
め
ま
い
や
ふ
ら
つ
き
を
起
こ

す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

誤
っ
た
飲
み
方
を
す
る
と
大
変

危
険
で
す
。
薬
を
服
用
す
る
際

は
、
医
師
や
薬
剤
師
に
相
談
す
る

か
、
薬
の
添
付
文
書
を
よ
く
読
ん

で
、
正
し
い
飲
み
方
を
し
ま
し
ょ

う
。

�����������
アアアアアアアアアア
レレレレレレレレレレ
ルルルルルルルルルル
ギギギギギギギギギギ
ーーーーーーーーーー
にににににににににに
よよよよよよよよよよ
るるるるるるるるるる
副副副副副副副副副副
作作作作作作作作作作
用用用用用用用用用用

ア
レ
ル
ギ
ー
に
よ
る
副
作
用

　

薬
を
飲
む
と 
湿  
疹 
が
出
る
な
ど

し
っ 
し
ん

の
反
応
が
起
こ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
を
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
と

い
い
、
個
人
差
が
あ
っ
て
親
子
で

も
異
な
り
ま
す
。
特
に
、
お
子
さ

ん
が
薬
に
よ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応

を
起
こ
し
た
場
合
は
、
家
族
の
方

が
そ
の
薬
品
名
と
、
ど
ん
な
症
状

が
出
た
の
か
を
記
録
し
、
医
療
機

関
で
受
診
の
際
は
、
医
師
に
伝
え

ま
し
ょ
う
。

●
薬
を
飲
む
こ
と
は
、
何
ら
か
の

副
作
用
が
あ
る
と
い
う
事
を
理
解

し
て
、
正
し
く
飲
む
こ
と
を
心
掛

け
て
く
だ
さ
い
。

気
管
支
異
物
に

ご
注
意
く
だ
さ
い


